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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること） 
              超短パルスレーザによる                
     ダイヤモンドライクカーボン膜へのテクスチャリングに関する研究      
                                         
 



















の関係を調べた．成膜方法や水素含有率などが異なる 6種類の DLC 膜にレーザを照射し
て，各 DLC 膜に形成される周期構造の形状を観察した．その結果，すべての DLC 膜に                                
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周期構造の形成が確認され，その間隔は水素含有率に依存する傾向がみられた．理論的
な解析の結果，水素含有率（成膜方法）の変更により周期間隔の微細化の可能性をみい







走査方向の送り速度を 8 mm/s，一定の移動量を 60 mとすることにより 30×20 mm2の面














できることを示した．                               
 以上の結果，周期構造が低摩擦な摺動面の創製に有用であり，ピストンリングのよう
な曲率を持った実働機械摺動部品への形成が可能であると実証できた．               
 今後の機械摺動部品には，継続的な摩擦低減が求められると予想され，より低摩擦な
被膜の開発と低摩擦を導くテクスチャ技術の融合は，多くの産業分野で期待される．                                        
                                         
                                         
                                         
                                          
 
